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海外におけるインフラプロジェクトの積極的な推進に向け プロジェクトの初期段階から

官民連携による海外インフラプロジェクトの推進

案件形成段階 受注獲得段階 事業実施段階

海外におけるインフラプロジェクトの積極的な推進に向け、プロジェクトの初期段階から、
プロジェクトの実施段階まで、各段階に応じた様々な支援策を総合的・戦略的に実施。

○相手国との政策協議
ベトナム、インド、インドネシア等の

公共事業省庁との覚書締結・セミ

○ＰＰＰ協議会
民間企業、ＪＩＣＡ等関係機関、関

係各省・自治体等からなる海外道路

○ホットライン
民間企業からのトラブル相談窓

口として「海外建設ホットライン」を

案件形成段階 受注獲得段階 事業実施段階

プ
ロ
ジ
ェ

公共事業省庁との覚書締結 セミ
ナー等の開催。

○案件形成調査の実施
案件形成調査費により、具体的な

係各省 自治体等からなる海外道路
ＰＰＰ協議会／海外水インフラＰＰＰ
協議会を設置、開催。

○トップセールス
政務三役等による海外渡航、相手

口として 海外建設ホットライン」を
設置。課題を精査の上、外務省等
と連携し、相手国への申し入れ等
を実施。

○事業監理能力向上

ェ
ク
ト
の
獲
得

案件形成調査費により、具体的な
プロジェクトを発掘、官民共同セミ
ナー等を通じて相手国に提案。

国政府閣僚級幹部の日本招聘等を
通じ、我が国による案件獲得を働き
かけ。

相手国政府の監理能力（調達、
安全、品質管理等）の向上を支援
するため、相手国におけるセミナー
等を開催。

得
・
実
施

○円滑な資金調達の支援
経済産業省等と連携し、ＪＢＩＣ（国際協力銀行）の輸出金融等による融資、Ｎ

ＥＸＩ（日本貿易保険）による債務保証等をアレンジ。
ＪＩＣＡによる海外投融資の再開をサポート。

資
金
調
達ＪＩＣＡによる海外投融資の再開をサポ ト。

○国土交通省国際部門の組織強化
我が国企業の海外展開を推進するため、「国際統括官」、「海外プロジェクト推進課」等を設置（平成２３年度）。

○国土交通省からのＪＩＣＡ専門家の派遣・活用

達

組
織
・○国土交通省からのＪＩＣＡ専門家の派遣 活用

○土木学会など産官学の連携
○外務省／経産省／ＪＩＣＡ等、関係機関と密接に連携・協調

・
体
制

1



トップセールス等による相手国への働きかけの推進

政治のリ ダ シップにより 相手国政府等のキ マンに直接的に働きかけ

ズン・ベトナム社会主義共和国首相及び関係閣僚等を迎え 前田国土交通大臣が朝食会を主催

政治のリーダーシップにより、相手国政府等のキーマンに直接的に働きかけ

国土交通大臣が官民連携によるトップセールスを展開

ズン・ベトナム社会主義共和国首相及び関係閣僚等を迎え、前田国土交通大臣が朝食会を主催。

日本側には、同国のインフラ・プロジェクト等（道路・鉄道・港湾・空港・造船）に関心を持つ我が国
企業トップが同席。

国土交通大臣主催 ベトナム・ズン首相歓迎朝食会

■概 要
・日 時 ： 平成２３年１１月２日（水）０７：４５～０８：４５・日 時 ： 平成２３年１１月２日（水）０７：４５～０８：４５
・場 所 ： ホテルニューオータニ 鳳凰の間
・出席者
越 側：ズン首相、タン交通運輸大臣、ダム官房長官、

ホアン商工大臣 ヴィン計画投資大臣 フエ財務大臣ホアン商工大臣、ヴィン計画投資大臣、フエ財務大臣、
クアン科学技術大臣、在京ベトナム大使等

日本側：前田大臣、宿利次官、佐藤技監 ほか
民間企業代表 ２２名ほか

※参加企業
伊藤忠商事(株)、(株)大島造船所、(社)海外鉄道技術協力協会、
京阪電気鉄道(株)、（独）国際協力機構（JICA）、清水建設(株)、
(株)商船三井、住友商事(株)、大成建設（株）、東京地下鉄(株)、
ナカシマプロペラ(株) 中日本高速道路(株) 成田国際空港(株)ナカシマプロペラ(株)、中日本高速道路(株)、成田国際空港(株)、
（株）日本空港コンサルタンツ、日本高速道路インターナショナル(株)、
日本コンサルタンツ(株)、日本通運（株）、日本郵船（株）、
（株）野村総合研究所、東日本旅客鉄道(株)、三菱重工業(株)、三菱商事(株)
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前田国土交通大臣のインド出張について

１９９０年以降、インドは経済自由化・改革を着実に進め、高い経済成長を達成している。インドにおける年以降、イ 経済自由化 改革を着実 進 、高 経済成長を達成 る。イ おける
高速鉄道をはじめとしたインフラ整備支援は、インドのみならず日本を含むアジア全体の持続的成長に
とって重要であることから、前田国土交通大臣が訪印し、インド鉄道大臣等と面談、あわせて高速鉄道
セミナーを開催する等、官民一体となったトップセールスを行った。

インド高速鉄道セミナー

日本側から新幹線の整備スキーム、経済効果、安全に関
する技術等につきプレゼンを実施。新幹線の優位性やイ

鉄道大臣他、インドの関係各大臣と面談、高速鉄道をは
じめ 道路・海事・港湾分野につきトップセールスを実施。

バイ会談

開催日時・場所

する技術等につきプレゼンを実施。新幹線の優位性やイ
ンドにおける高速鉄道整備の可能性等について理解の促
進を図った。

じめ、道路 海事 港湾分野につきトップセ ルスを実施。

会談概要

（１）ヴァサン海運大臣
シップリサイクルプロジェクト、インド南部におけるPPPを活
用した港湾整備等について議論

平成２４年１月１３日（金） 於：デリー

主な参加者

日本側：北村国交審、斎木駐印大使、清野JR東日本社長、

用した港湾整備等について議論
（２）トリベディ鉄道大臣

高速鉄道分野における両国間の協力を加速化するため、
ハイレベルの協議体を設置することで一致

（３）ジョシ道路交通大臣
道路分野 協力に関する覚書 内容に合意 森村JR東海専務、大橋川崎重工会長 等

インド側：トリベディ鉄道大臣、ミッタル印国鉄総裁 等

他 ２６０名超が参加

道路分野の協力に関する覚書の内容に合意
（４）アルワリヤ計画委員会副委員長（委員長はシン首相）

高速鉄道構想等インドにおけるインフラ整備について意見
交換

セミナー会場の様子 展示会場を視察するトリベディ印鉄道大臣バイ会談の様子 前田国交大臣とトリベディ印鉄道大臣

3



インドネシア・ジャカルタ首都圏投資促進特別地域（ＭＰＡ）構想への参加

インドネシアの持続的な成長実現のため、日本企業が集中し、投資誘致の潜在力が高いジャカルタ
首都圏を「投資促進特別地域（ＭＰＡ）」として位置付け、両国が共同で、ハード（インフラ整備）・ソフト
（制度）の両面から同地域の投資環境を集中的に改善する取組み。
2012年6月末までのマスタープラン取りまとめ、2013年までの早期実施事業の着工等に向け、両国間
で検討中。国土交通省も、政務及び事務レベルの会議に参加し、日本の技術・経験等をアピール。

９分野の早期実施事業候補

大量運輸ネットワーク
ジャカルタ東方の
工業団地群の改善国際港湾

で検討中。国 交通省も、政務及び事務 ルの会議に参加し、日本の技術 経験等をア ル。

電力インフラ洪水管理システム廃棄物処理システム

上下水道システム空港及び関連インフラ道路ネットワーク

工業団地群の改善

電力インフラ洪水管理システム廃棄物処理システム

ジ カ タ東方 業地域

道路分野における早期実施事業／優先事業の候補

（出典：2011年3月17日第1回運営委員会資料）

ジャカルタ東方工業地域
の道路網の整備

チラマヤ新港へのアクセス

第２外環の整備

2011年9月22日
第2回ＭＰＡ運営委員会

チラマヤ新港（計画）
タンジュンプリオク港

チラマヤ新港 のアクセス
道路の整備

新空港へのアクセス道路
整備

ジャカルタ首都圏における道

有料道路（既存）

有料道路（計画）

日本側：枝野経済産業大臣、
在インドネシア日本大使館鹿取大使
津島国土交通大臣政務官 等

インドネシア側：ハッタ経済担当調整大臣 等

第２チカンペック高
速道路の整備

ジャカルタ首都圏における道
路網の改善

ジャカルタ首都圏における
ＩＴＳの導入

有料道路（計画）

既存主要道
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早期実施事業候補
（２０１３年までに着工）

優先事業候補
（２０２０年までに整備）

（出典：2012年1月17日第4回技術委員会資料）



道路分野におけるセミナーの開催

平成２３年度においては、ベトナム、インドとの間で、道路分野のセミナーを開催し、道路に係る我が国の

第５回ベトナム高速道路
セミナ

第５回都市開発に関する
日印交流会議

バンガロールＩＴＳ会議

平成 年度においては、 トナム、インドとの間で、道路分野のセミナ を開催し、道路に係る我が国の
技術・経験等の紹介、意見交換を実施。

日程 ： 平成２３年８月２０日
開催地：ベトナム・ダナン

日程：平成２３年９月１６日
開催地：東京

日程：平成２４年２月３日
開催地：インド・バンガロール

セミナー 日印交流会議
バンガロ ルＩＴＳ会議

概要 ：高速道路整備のための

財源制度、効率的な高速道路
運営、ＩＴＳ、防災･復旧技術等
について情報共有・意見交換

概要：都市交通・都市開発分
野では、ＩＴＳに関する意見交
換を通じ、協力の更なる拡大・
継続に合意 また インドでＩＴ

概要：第５回日印都市開発交
流会議を受け、ＩＴＳに関する日
本の技術・経験をインド側関係
者等へ紹介し インド大都市にについて情報共有・意見交換

を実施。
継続に合意。また、インドでＩＴ
Ｓセミナーを開催することに合
意し、平成２４年２月に実施。
（右掲）

者等へ紹介し、インド大都市に
おける都市交通問題の解決に
向けた今後の技術的支援につ
いて意見交換。
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国別ワーキンググループ一覧

国名 名称 対象プロジェクト

①ベトナム南部

南北高速道路（ホーチミン～ゾウザイ間）運営・維持管理事業

ビエンホア ブンタウ高速道路事業

ベ
ト
ナ
ム

①ベトナム南部 ビエンホア～ブンタウ高速道路事業

南北高速道路（ミトワン～カントー間）高速道路事業

南北高速道路（ファッヴァン～カウゼー間）高速道路事業ム
②ベトナム北部

マイジック～ノイバイ高速道路事業

③ベトナムＩＴＳ 南北高速道路（ホーチミン～ゾーザイ間）等のＩＴＳ事業

イ
ン
ド

④インド・ハイデラバード ハイデラバード外環道路

⑤インド・ＩＴＳ ハイデラバード外環道路等のＩＴＳ事業

⑥インドネシア タンジ ンプリオク タンジ ンプリオク港アクセス道路
イ
ン
ド
ネ
シ

⑥インドネシア・タンジュンプリオク タンジュンプリオク港アクセス道路

⑦インドネシア・ジャカルタ ジャカルタ外環高速道路（チリンチン～チビトン間）

⑧チラマヤ新港 アクセス道路 チラマヤ新港へのアクセス道路シ
ア

⑧チラ 新港 アク 道路 チラ ヤ新港 のアクセス道路

⑨第二チカンペック高速道路 ジャカルタ東部工業地域へのアクセス道路

フィリ
ピン ⑩フィリピン 南北高速道路連結道路プロジェクト
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トルコ ⑪トルコ 北マルマラ自動車道路プロジェクト


